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世話人：第三内科学教室
特別講演
時：平成6年6月21日（火）
　　午後5時30分～
場：東京医科大学病院
　　本館6階臨床講堂
　　　　　　　　　　伊藤　久雄
　：自己免疫疾患の病因
　　新しい免疫制御遺伝子（tax　gene）
　　　　　　　　　　　の役割について
　　聖マリアンナ医大
　　　　難病治療研究センター
　　　　　　　　　　西岡久寿樹　教授
　1．　Bjixiing　of　lww　to　Emdotoxiri　suppresses
inf］arr　natOry　cytdくines　production　in　vivo
東京薬大・第一微生物学　　　　高田勝利，倉沢　崇，
　　　　　　　　　　　　　大野尚仁，尊前利郎
グラム陰性菌由来のエンドトキシン（LPS）は、ヒトに対し
て播種性血管内凝固、多臓器不全を含む広範なショック症
状を示す。この症状の発症には炎症性サイトカインが重要
であると報告されている。我々は、哺乳動物の血液、腸管、
リンパ系細胞に存在する溶菌酵素であるリゾチーム（囲）
がLPSと複合体を形成することを報告してきた。本発表で
は、グラム陰性菌敗血症の動物実験モデル（カラゲナン負
荷マウス）を用い、サイトカイン及び致死毒性に対する
L別の効果について、LPS及び複合体投与系モデルを比較
検討した。その結果、サイトカイン産生量は複合体投与に
より有意に抑制され、この効果は菌体を投与した場合にも
認められた。致死毒性についても、複合体投与により有意
に軽減した。同様の効果は、0一抗原構造の異なる数種の
LPSに対しても認められた。以上、グラム陰性菌感染症あ
るいはエンドトキシンショック症状に対してL別が有効で
ある可能性を示唆した。
2 リボソームによる免疫賦活化機構について
特別講演
　　　　一自己免疫疾患の病因一
新しい免疫制御遺伝子（七ax　gene）の役割について
　聖マリアンナ医大　難病治療研究センター
　　教授　西岡久寿樹
　我々のグループは，世界に先駆けC型レトロウ
イルスの1っであるヒトT細胞白血病（HTLV－
1）がRA類似の病変を招くことを臨床的，病理
学的に明らかにした。さらに，このウイルスに
滑膜増殖能を有することを遺伝子レベルで明確に
し，ウイルス学的にもHTLV－1がRAの原因
ウイルスの1っであることを突き止めた。さらに，
HTLV－1構成遺伝子であるtax遺伝子が滑膜
増殖を招くことを明らかにし，世界で初めて
RA様の滑膜増殖を招く遺伝子であることを明ら
かにした。さらに，この遺伝子はいくつかの自己
免疫疾患の成立とも密接に関与していることも述
べた。
東京薬大・第一薬剤学　　新愼幸彦，須田浩幸，土屋晴嗣
　リボソームのアジュバント活性を，産生される抗体のク
ラスおよびサイトカインを指標にAlumおよびFCA投与群と
比較検討した．　モデル抗原としてovalbumin（OVA）を封入
したリボソーム，OVA－Alum，　OVA－FCAをBALB／cマウスにip
投与し，三日的にIgGおよびIgEレベルをELISAで検討した．
いずれの投与群においても高いIgGレベルが観察されたが，
高いlgEレベルはAlumおよびFCA投与群においてのみ観察
され，リボソーム投与群ではfree　OVA投与群と同等であっ
た．　IgEの産生はIFN一γとIL－4のバランスによりコント
ロールされていることが知られていることから，産生され
る抗体のクラスの違いを両サイトカインの産生を指標にex
vivo系で検討した．いずれの投与群においてもIFN一γの
産生に顕著な差は認められなかった．　これに対し，リボ
ソーム投与群のIL－4の産生は他の投与群に比べ有意な低値
を示した．　これらの結果から，リボソームは他のアジュ
バントとは異なりTh2に比べTh1を有意に活性化し，　IFN一γ
の産生が相対的に有意に上昇することで，　IgEの産生を
抑制していることが示唆された．
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